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ろ
う
か
。
財
産
観
念
と
そ
の
剃
度
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
要
す
る
に
、
マ
リ
ノ

ウ
ス
キ
ー
で
は
な
い
が
、
も
っ
と
丈
化
と
人
と
土
地
と
の
機
能
的
関
連
を
掘
り

下
げ
つ
つ
分
野
に
注
目
を
払
え
ば
、
幾
つ
か
の
問
題
が
案
外
に
レ
ッ
テ
ル
の
異

岡
に
拘
わ
ら
ず
証
萌
さ
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
と
も
あ
れ
、
チ
ベ
ッ
ト
人
は
皮
肉
な
こ
と
に
臼
本
坑
よ
り
も
「
民
主
々
義

者
」
で
あ
り
、
し
か
も
男
性
ば
か
り
で
な
く
、
少
く
も
主
婦
の
権
力
は
、
夫
た

ち
以
上
ら
し
い
。
そ
し
て
民
主
々
義
の
綴
は
大
地
ま
で
下
り
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
　
「
い
と
う
べ
き
一
妻
多
夫
制
」
と
幾
人
か
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
叫
ん
だ
。

し
か
し
そ
れ
は
彼
ら
の
統
合
さ
れ
た
文
化
の
中
に
置
い
て
理
解
さ
る
べ
き
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
パ
レ
ィ
ク
ス

で
あ
る
。
そ
し
て
彼
ら
の
こ
の
文
化
－
装
　
羅
と
し
て
の
文
化
i
に
よ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
も
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
つ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ね
　
　
ゆ
　
　
ね
　
　
も

ず
し
て
、
あ
の
厳
し
い
世
界
の
屋
根
を
、
よ
り
多
く
の
人
間
的
生
命
で
充
た
し

ぬ
　
　
も

得
る
と
断
言
す
る
こ
と
は
、
進
歩
し
た
現
代
社
会
の
文
化
を
以
て
し
て
も
、
果

し
て
今
な
お
可
能
で
あ
ろ
・
♪
か
。

曳

チベジト入のヂ薫クラシー一（川響田）

断
　
入
　
会
　
員

石
川
　
　
明
　

岡
田
公
之
字

大
阪
書
籍
株
式
会
社
編
集
部
　
大
阪
市
西
成
区
津
守
町
東
二
丁
冒
五
二

小
野
　
純
子
　

金
田
　
俊
昭

三
日
出
典
京

菊
池
三
枝
子
　

城
爾
高
校
図
書
部
　
宇
治
市
広
野

杉
江
　
融
辛
子
　

竹
田
　
安
雄

塚
本
　
俊
孝

村美三三丸古弘西遠
川村木浦　沢前山山
行末雅圭　：交大幸泰
弘寿：文一善吾学治之

森
住
書
店

森
山
太
郎

矢
田
　
昌
子

京
都
市
申
京
区
河
原
町
蜻
薬
師

徳
島
八
百
騒
町
二
丁
隠
十
二
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こ
の
よ
う
な
立
場
で
あ
る
か
ら
多
少
の
強
引
さ
は

目
に
つ
く
し
、
幾
つ
か
の
誤
り
も
揚
摘
さ
れ
よ
う
。

た
と
え
ば
十
章
ミ
ュ
ヶ
ナ
イ
の
章
に
お
い
て
も
、
ク

ノ
ッ
ソ
ス
破
壊
後
は
、
後
の
遺
物
の
申
に
異
民
族
の

侵
入
に
よ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
は
な
い
。
こ
の

優
入
者
は
ミ
ノ
ア
文
明
と
同
化
し
て
い
た
と
想
像
せ

ざ
る
を
え
な
い
（
下
・
八
七
頁
）
と
あ
る
が
、
そ
れ

が
異
民
族
の
侵
入
な
る
こ
と
は
考
古
学
上
か
ら
も
と

く
に
証
明
さ
れ
て
い
る
。
彼
が
引
用
し
て
い
る
ペ
ン

ド
ル
ペ
リ
ー
の
書
物
を
一
見
し
て
も
明
か
で
あ
る
。

ま
た
ミ
ニ
ュ
ア
イ
人
は
ミ
ノ
ア
化
さ
れ
た
ペ
ラ
ス
ゴ

イ
だ
と
す
る
が
（
上
、
　
一
八
四
頁
、
下
、
九
〇
頁
）

こ
の
場
合
（
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
は
ふ
れ
な
い
で
も
）
に
お

い
て
は
ミ
ニ
ュ
ア
イ
人
と
ミ
ニ
ュ
ア
ス
土
器
と
は
も

少
し
区
…
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ミ
ニ
ュ
ア
ス
土
器

は
ミ
ノ
ア
文
化
と
関
係
が
全
く
な
い
か
ら
。
ま
た
ミ

ュ
ケ
イ
時
代
の
ギ
リ
シ
ア
と
エ
ジ
プ
ト
と
を
関
係
づ

感
り
る
た
め
に
、
　
エ
ジ
プ
ト
の
第
十
・
八
王
翻
W
の
墓
壁
画

か
ら
推
測
し
て
ミ
ュ
ケ
ナ
イ
の
商
人
達
が
十
五
世
紀

に
ヶ
ミ
ス
に
植
昆
し
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
は
な
い

（
下
、
九
六
頁
）
と
い
う
が
、
私
は
そ
の
可
能
性
は
考

え
る
け
れ
ど
も
、
ト
ム
ソ
ン
の
結
論
は
早
急
す
ぎ
る

と
愚
う
。
同
じ
よ
う
に
イ
オ
か
ら
し
て
イ
オ
ニ
ア
人

と
エ
ジ
プ
ト
と
の
関
係
を
証
萌
す
る
の
も
、
少
し
強

引
な
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
他
、
全
体
に
つ
い
て
も
古

代
史
に
対
し
て
神
話
や
昆
族
学
を
適
用
す
る
場
合
の

限
界
は
、
な
か
な
か
私
に
は
定
め
に
く
い
。

　
し
か
し
と
も
あ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
は
・
本
書
ほ
ど
、

ギ
リ
シ
ア
古
代
社
会
に
つ
い
て
包
括
的
根
本
的
に
し

か
も
割
切
っ
て
書
か
れ
た
研
究
は
な
い
。
多
く
の
史

料
の
自
由
な
駆
使
と
努
力
は
並
な
ら
ぬ
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
故
に
、
た
と
え
立
場
を
異
に
す
る
と
も
、

ト
ム
ソ
ン
が
、
提
出
［
し
た
解
決
点
、
解
決
の
過
程
の

申
に
は
多
く
の
暗
示
と
ヒ
ン
ト
を
汲
み
と
ら
ざ
る
を

え
な
い
。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
も
自
ら
そ
の
一
々
を
再

考
し
吟
類
し
て
ゆ
く
と
こ
ろ
に
、
多
大
の
三
下
が
え

ら
れ
る
と
思
う
。
最
後
に
ト
ム
ソ
ン
の
意
気
と
意
図

と
を
萌
示
す
る
序
文
を
あ
げ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
彼
は
「
す
で
に
過
去
幾
年
に
も
わ
た
っ

て
凋
落
の
一
途
を
辿
り
」
　
「
人
類
の
進
歩
を
促
す
勢

力
と
の
言
触
を
失
っ
て
」
、
「
未
来
か
ら
逃
避
す
る
隠

家
し
と
な
り
「
か
い
な
き
努
力
を
続
け
る
少
数
の
ひ

ま
人
の
道
楽
と
な
っ
て
い
る
」
ギ
リ
シ
ア
研
究
の

「
価
値
を
回
復
」
す
る
の
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
よ

る
外
は
な
い
。
マ
ル
ク
ス
主
義
こ
そ
「
歴
史
上
最
も

多
事
で
あ
っ
た
こ
の
四
世
紀
間
に
よ
っ
て
豊
冨
に
さ

れ
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
で
あ
る
と
。

　
訳
交
に
つ
い
て
は
暁
確
で
申
分
は
な
い
。
た
だ
所

所
に
で
て
く
る
「
ヘ
ラ
ス
交
明
し
は
我
国
で
は
「
ヘ

ラ
デ
ィ
ッ
ク
文
明
」
の
方
が
、
使
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
う
。
こ
の
大
訳
を
完
成
さ
れ
た
訳
者
に
敬
意
を

表
わ
し
た
い
。
（
上
巻
六
百
五
十
円
、
下
巻
九
百
円
、

岩
波
書
店
）
　
　
　
・
i
…
村
田
数
之
亮
…
一

己
筆
者
紹
介

杉
井
　
六
郎
　
京
都
大
学
大
学
院
学
生

曾
我
部
静
雄
　
東
北
大
学
教
授

池
田
　
源
太
　
奈
良
学
芸
大
学
教
授

川
喜
多
二
郎
　
大
阪
市
立
大
学
助
教
授

勝
雄

猛

上
横
手
雅
敬

村
田
数
之
亮

京
都
大
学
大
学
院
学
生

京
都
大
学
大
学
院
特
別

研
究
生

大
阪
大
学
園
授
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、

史
学
研
究
会
旧
制
（
昭
二
九
．
＝
．
一
改
正
）

節箪第

条条条

箪
四
条

第
五
条

第
六
条

■

節
七
条

第
八
条

躯
九
条

第
十
条

第
＋
一
条

第
＋
二
条

郎
＋
三
条

第
＋
四
条

第
＋
五
条

附
　
　
則

本
会
は
史
学
研
究
会
と
称
す
る
。

本
会
の
事
務
所
を
京
都
大
学
文
学
部
陳
列
館
内
に
既
く
。

本
会
は
京
都
大
学
交
学
部
史
学
科
を
中
心
と
し
て
同
［
好
の
士
相
集

”
史
学
に
関
す
る
研
究
を
な
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

本
会
の
事
業
は
概
ね
左
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
　
一
　
会
含

　
二
　
研
究
醐
査
及
び
見
学
　
三
　
会
誌
（
史
林
）
等
の
発
行

三
会
に
理
事
長
壱
名
、
運
二
五
名
、
監
事
乙
名
、
評
議
員
弐
拾
五

名
、
及
び
委
員
若
干
名
を
置
く
。

理
事
長
、
理
事
及
び
監
事
は
評
議
員
の
選
出
に
よ
る
。
理
事
長
は

本
会
を
代
裏
し
、
会
務
を
統
轄
し
、
会
員
総
会
、
理
事
会
及
び
評

議
員
会
を
召
集
す
る
。
理
事
は
理
事
会
を
構
成
し
会
務
を
処
理
す

る
。
監
事
は
会
計
経
理
を
監
査
す
る
。

評
議
員
は
会
員
総
会
に
お
い
て
こ
れ
を
選
掛
し
、
会
一
二
の
諮
…
凹
に

応
ず
る
。

委
員
は
理
事
長
こ
れ
を
嘱
託
し
、
編
輯
、
庶
務
、
会
計
の
実
務
を

分
掌
す
る
。

役
員
の
任
期
は
二
年
と
す
る
。
但
し
再
任
す
る
事
が
幽
来
る
。

本
会
の
日
的
を
賛
し
新
に
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
入
会
中

込
を
な
し
理
事
会
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
要
す
る
。

会
員
は
所
兆
の
会
費
を
納
入
し
て
、
本
会
の
会
合
に
禺
席
し
研
究
、

賜
査
、
見
学
そ
の
他
の
事
業
に
参
加
し
、
会
誌
「
史
林
」
の
配
布

を
受
け
且
つ
こ
れ
に
投
稿
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

侮
月
回
川
例
会
を
開
く
。
会
場
等
は
そ
の
度
に
こ
れ
を
定
め
る
。

彷
年
秋
期
に
於
て
総
会
を
開
き
研
究
、
調
査
、
見
学
を
行
い
及
び

会
務
の
報
告
を
す
る
。

本
会
の
経
費
は
会
費
、
事
業
収
入
及
び
寄
附
金
を
以
て
支
弁
す
る
。

会
費
は
誌
代
を
以
て
会
費
と
す
る
。

本
会
の
た
め
功
績
顕
著
な
者
は
評
議
員
会
の
議
決
に
よ
り
名
誉
会

員
に
推
薦
す
る
こ
と
が
出
∵
透
る
。

本
会
則
の
変
更
は
、
会
員
総
会
の
決
議
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
但

し
会
務
執
行
に
必
要
な
細
則
及
び
物
価
変
動
に
基
く
会
費
金
額
の

変
更
は
理
事
会
が
こ
れ
を
行
う
。

編
集
後
記

　
窓
越
し
に
見
え
る
松
の
木
に
　
今
日
も
又
雨
が
降
り
そ
そ
い
で
い
ま
す
。
今
年

こ
そ
は
水
害
の
な
か
ら
ん
こ
と
を
と
祈
り
つ
つ
筆
を
と
り
ま
す
。
　
奪

　
す
で
に
御
承
知
の
如
く
、
⊥
不
会
の
創
立
以
来
、
陰
に
陽
に
、
本
会
の
発
腿
の
為

に
御
配
慮
を
下
さ
い
ま
し
た
羽
田
先
生
が
、
お
な
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
私
達

が
先
生
の
御
力
に
お
報
い
す
る
道
は
、
益
々
本
会
を
発
展
欝
欝
さ
せ
て
ゆ
く
以
外

に
は
あ
り
ま
ぜ
ん
。
史
学
研
究
会
の
、
史
学
・
地
理
堂
；
考
古
学
を
綜
合
し
て
い

る
特
色
を
、
十
二
分
に
発
揮
し
う
る
よ
う
に
努
力
致
し
て
お
り
ま
す
。
七
月
の
特

別
例
会
に
、
「
時
代
区
分
及
び
地
域
．
区
分
」
の
問
題
を
と
り
あ
げ
ま
し
た
の
も
、

又
「
共
同
体
」
特
輯
号
を
企
劃
致
し
ま
し
た
の
も
、
そ
の
一
つ
の
現
れ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
ど
う
か
今
後
と
も
、
会
員
の
皆
様
が
積
極
的
な
御
意
見
を
御
寄
せ
下
さ
る

よ
う
に
御
願
い
申
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
狩
野
）

蕪
轟
拡
肋
。
戦
闘
　
定
価
百
円

　
史
林
（
第
三
八
巻
第
四
号
）

　
　
　
京
郡
市
左
京
区
吉
田
木
町

　
　
　
京
都
大
学
丈
学
部
内

発
行
所
　
　
典
　
　
学
　
　
研
　
　
究
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
啓
京
郷
五
一
五
五
番

　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
原
　
随
園

　
　
　
　
　
　
編
輯
主
任
　
　
赤
松
俊
秀

　
　
　
京
都
市
下
京
区
七
条
御
所
ノ
内
匹
田
三
九

印
刷
所
　
申
村
印
刷
株
式
会
社
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